
95

読書に興味を持たせるための同じ書名の本の読み比べ法
−２冊の本『ジャックと豆の木』を題材に「気づいて、伝えて、楽しめる」読み比べ法の提案−

大河原清※・苅間澤勇人※※

（20��年３月４日受理）

OOKAWARA  Kiyoshi  and  KARIMAZAWA  Hayato

A Method of Comparative Reading on Two Versions of“Jack and the Beanstalk”
in order to Ignite Students’ Interest in Reading

要約

　同じ書名『ジャックと豆の木』の２冊の本を高
校２年生に読んでもらった。最初にミルクを出さ
なくなったので、牛を市場に売りに行く本であ
る。この本の冒頭部分について、できるだけ数多
くの疑問点、不思議な点、矛盾点を個人的立場で
列挙してもらった。続いて、小グループを作っ
て、グループ内で疑問点、不思議点、矛盾点を披
露し合い、自分では気づかないことを、友達の発
言の中に発見させた。これらの疑問点などをグル
ープ毎に黒板に掲示して、競わせて得点づけをし
た。最後にこれまで出された疑問点などの解決が
図られるような、別バージョンの本『ジャックと
豆の木』を読んでもらった。高校生��人は、普
段、グループでの話し合いをする経験が少ないこ
とからか、�2.�％の��人が読書への興味を持った。
　本論で提案する同じ書名の本の読み比べ法につ
いて、高校生は次の通り述べていた。「一つの物
語を、様々な目線から見たり、読み比べをしたり
して、自分の疑問などを見つけ、真相に向かって
行くのが、これほど楽しいということを知らなか
った。また、他人の主張なども聞いて他人の考え
方や人柄までも知ることができて、とても楽しか
った。／意見を出し合ったりするのは、苦手なの
で、不安だったが、自分が考えつかなかった意見

がたくさん聞けて、面白かった。『ジャックと豆
の木』をもっと読みたくなった。自分とは違う考
えや、自分が知らなかったことを学ぶことが楽し
いと初めて思った」

１　研究目的

　読書に興味を持たせる一つの方法として提案す
る以下のやり方が、読者の読書への興味を実際に
かき立てるかどうかを、実施後のアンケート調査
ならびに感想文の意見から実証する。

２　実践のための２冊の本と実践の手順

２−１　同じ書名の２冊の本

　本ａ（or 物語 a）と本ｂ（or 物語 b）は同じ書
名の『ジャックと豆の木』である。本 a は三宅
忠明訳（�9��）の『ジャックと豆の木』であり、
本 b は大宮杉訳（�9��）の『ジャックと豆の木』
である。実践では冒頭部分のみを取り上げた。 

　三宅の『ジャックと豆の木』では、ミルクを突
然出さなくなったことで、牛は市場に売りに出さ
れるのに対して、大宮の『ジャックと豆の木』で
は、ジャックは怠け者で働かず、家は極貧のため
に、母親は自分の着物を売り、さらにテーブルや
戸棚を売り、家の中は空っぽの状態になっており、
最後に残された牛が売りに出されるという設定に
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なっている。

２−２　実践の手順

（�）（集団） ［DVD による事前視聴］事前に、
DVD『ジャックと豆の木』（約��分）を視聴する。
読書の前であれば、必ずしも開始直前でなくとも
よい。
（2）（個人） ［個人による本 a の読書］本 a『ジャ
ックと豆の木』の冒頭部分を、各個人で読む。
（�）（個人）［個人による疑問点の列挙］疑問点・
不思議な点（以下、「不思議点」と表記する）・矛
盾点を各自、ノートに列挙する。
（�）（小集団） ［グループ別疑問点の列挙］少人
数のグループに分かれ、個人で列挙した疑問点・
不思議点・矛盾点を披露し、自分の挙げなかった
ものがあるのを知る。同時に、グループで新たに
何か疑問点・不思議点・矛盾点を発見できるかに
ついて、話し合いをして、グループのまとめをす
る。それらを模造紙に書く。模造紙１枚には一つ
の疑問点・不思議点・矛盾点を書く。
（�）（全体）黒板へ１枚づつ模造紙を掲示する。
（�）（大集団） ［グループ毎の疑問点列挙競争］
クラス全体に、模造紙に提示された疑問点・不思
議点・矛盾点を見せながら、最初のグループから
始めて、提示した項目について、教員側（出前講
義なので、講師側）で◎、○の評価をすることで、
最後のグループまで全グループに得点を付与す
る。◎は普通には思いつかない問題点・不思議点・
矛盾点で20点を、○はノーマルな指摘で、�0点を
付与した。これらの作業を終了してから、次に、
（�）（個人） ［解決策の一例となる本 b の読書］
これまでに提出された疑問点・不思議点・矛盾点
の解決策になると思われる本 b の読書を通して、
これまでに出された疑問点・不思議点・矛盾点の
解決を図る。
（�）これまでに出された疑問点・不思議点・矛
盾点がある程度解消されるようになったかを、調
査用紙に感想文の形で記述してもらう。

３　指導方針

１）ブレイン・ストーミングにより、できるだけ
数多くの疑問点・不思議点あるいは矛盾点を挙げ
させる。
２）対話的構成主義（Dialectical Constructivism）
の立場（Woolfolk ら（�99�））から、友人の意見
に耳を傾け、自分の考えにないものを学ばせる。
３）グループ間で競わせることで、友達と一緒に
考えることの大切さを知らせる。学びは必ずしも
個人的競争ではないことを特に強調するためであ
る。
　ウィルソン＆レスリー（吉田訳200�）が「学
びの原則」で述べる「⑦協力し合えること→競争
させたりバラバラで学ばせるより、相互にやり取
りした方がよく学べる（今日、何人かでできたこ
とは、明日、一人でできる）」ことの強調である。
４）読み比べということに興味を持たせて、自分
から読書をしたいという気持ちを起こさせる。
５）題材として子供の頃から読み聞かせられた、
身近に感じられる童話『ジャックと豆の木』が、
豊富な謎と矛盾に満ちていることを知らせる。

４　本の選定

　読書対象である本ａと本ｂとして『ジャックと
豆の木』を選択した理由は、１）誰でも子供の頃、
この本を読んだか、聞いた経験がある、２）訳本
によって、内容表現が異なっている、３）本 a の
問題点の解決策として、本 b に相当するような種
類の同じ書名の本がある、４）関連するビデオや
DVD があり、視聴可能であることである。
　訳本によって内容が異なることは、読者が子供
の頃読んだ内容に固定されてきた概念を打ち砕く
点で、読者にもう一度、読書について、本当はど
のような内容だったかに注意を向けさせる機能が
ある。
　次に、各個人に疑問点や不思議点や矛盾点を列
挙してもらうことは、なんとなく読んでいる読み
方に、注意を向けさせる機能がある。
　それらの疑問点・不思議点・矛盾点を持ち寄り、
グループ・メンバーで話し合うことで、自分一人
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では湧かない考え方やものの見方があることを、
友達の意見から知ることで、自分以外の世界（視
点や観点）があることを知らせる機能がある。
　さらにグループ間競争をさせることで、より小
さなグループでの読み方・考え方を、クラス全体
に広げることで、さらなる読み方・考え方がある
ということに気づかせられる。より広い読み方・
考え方の存在に気づくことで、個人ではなく集団
による共同的思考の重要性に気づかせることがで
きる。
　同一タイトルの別の本 b を読み、本 a での疑問
点・不思議点が解消されることを通して、同一タ
イトルの本でも、内容がかなり違っていることを
示せる。原本の違い、訳者の訳し方の違いによっ
て、読書の仕方が異なってくることを示すことで、
より一層読書への興味・関心を深めることができ
るものと思われる。

５　出前講義の経緯と実践方法

　出前講義を高校生に対して実施して欲しいとい
う依頼があった。頻繁に読書の必要性が叫ばれて
いた時期であり、朝読書の薦め、音読の薦めな
ど、多様な読書の方法が提案されるようになって
きた。かねてから、幼児・児童向け童話や民話に
個人的に興味もあり、しかも高校生なら誰でも知
っている本を取り上げ、面白い方法を提案するこ
とで、読書への興味をもたせられないだろうかと
考えた。
　他方、大学での講義の中で、近年の学びの方向
が、個人で考えることから、集団で考える、いわ
ゆる共同体的学びの世界への関心が高まっている
ことから、個人の枠を超えることで、集団の力を
示す題材は何かないかと思案した。
　たまたま手にしてわが子むけに読んでいた『ジ
ャックと豆の木』の本に、大別して、２つの版の
あることに気づいた。一方は、他方の疑問点の、
いわゆる解決版になっているものであった。
　出前講義は、市内の高校２年生２クラスを対象
に、それぞれ２校時分の講義をすることであっ
た。一般に出前講義でみられる大学紹介ではなく、

大学で実際に講義している内容という希望であっ
た。大学生にも読書への興味をかき立てたいとい
う思いから、提案する方法を、講義の中で一度実
施して、その後に、出前講義の２クラスを対象に、
読書実践をすることになった。講義というよりも、
むしろ読書演習と呼ぶ方が相応しいかもしれなか
った。
　大学生を対象とする読書についての結果は、次
回の報告（2）としてまとめる予定である。本稿
では、高校生を対象とする読書実践を中心に述べ
る。

　最初に、大創産業で市販されていた DVD『ジ
ャックと豆の木』を��分程度視聴してもらった。
これは出前講義のお世話係の先生に、講義前に視
聴させて欲しいと依頼した。
　次に、出前講義の中で、本 a を読んでもらった。
本 a（添付資料または感想文整理のために、文章
番号を付けた資料１を参照）は三宅忠明『ジャッ
クと豆の木』（�9��年 家の光協会発行 pp.�0–��）
である。
　本aの範囲（貧しい生活をしていたジャックが、
牛がミルクを出さなくなったので、市場に向かう
途中、老人と出会って、老人とめずらしい色の豆
と交換して、家に戻ると、母親は怒りのあまり、
その豆を窓の外に放り出してしまった。翌日、天
まで届く豆の木を登り、高い塔のある大きな家に
辿り着くと、大きな女が立っていた。朝ご飯をね
だると食べさせてくれた。そこに大男の人食い鬼
が戻ってきた。その足音で家がぐらぐらする場面
まで）

　次に、各個人で、できるだけ数多くの疑問点・
不思議点・矛盾点を、末尾に添付する資料２のア
ンケート用紙に列挙してもらった。

　次に、座席近くの友達同志で４～５人からなる
小グループを構成して、疑問点を列挙してもらい、
クラス全体にむけて、発表してもらった。
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　その後、最後に疑問点・不思議点・矛盾点を解
決するために、本 b『ジャックと豆の木』を読ん
でもらった。本 b は大宮杉『ジャックと豆の木』
（�9��年 日本書房発行 pp.�0–��）である。
　本 b の範囲（冒頭部分から豆の木を登って、み
しらぬ国に到着する冒頭場面まで。本 a では、牛
を売りに出す理由が、牛がミルクを出さなくなっ
たからであるのに対して、本 b では、ジャックの
家族は極貧のために、ありとあらゆるものを売っ
てしまい、最後に残った牛を売りに出さざるを得
なかったために、牛を売ることになった。本bでは、
老人は近所の肉屋の主人になっており、ジャック
の名前を知っていて、ジャックに話しかけること
が不自然でなくなっている。肉屋はジャックに豆
を誘導的に買わせることを仕掛けている。本 b の
小見出しは次の通りである。「なまけものの  ジャ
ック」（冒頭部分）、「め牛と まめの ふくろ」、「お
かあさんの いかり」、「まめの木の たんけん」、「み
しらぬ国」（５行目まで））

実施日 20�0年�0月2�日
出前講義Ⅰ ��：��～��：�� 受講生数��名（男性
2�名・女性��名）
出前講義Ⅱ ��：�0～��：�0受講生数��名（男性
�0名・女性��名）
同一方法で２クラスを実施した。なお、結果の記
述は、３人の未記入もあり��人分を分析対象とし
た。回答のあったアンケート用紙に基づいている。
以下の結果の整理は、講義ⅠとⅡをまとめて行っ
ている。

６　量的分析の結果

　講義では、感想文ばかりではなく、量的な指標
として、高校生を対象に次の項目について調べた。
（�）今回の同じ書名の２冊の本の読み比べ法を
通して、読書に興味を持ったか。（2）普段の読書
についてはどうか。（�）今回のような読み比べ法
のやり方を続けたいかどうか。
　回答を記入した高校生は��人であった。今回の
試みを通して、（�）読書に興味を持ったかについ

て、５段階で回答を求めた結果は、次の通りであ
った。度数の多い方から、「４普通より興味を持
った○」が��人（�2.�％）、「５非常に興味を持っ
た◎」が2�人（�0.2％） で、同じ書名の本の読み
比べ法に興味を持った者は、高校生��人のうち、
合わせて��人（�2.�％）であった。これらに続く
のが「３普通」の��人（�2.�％）、「２あまり興味
を持たなかった×」の２人（2.�％）、「１全然興
味を持たなかった××」の０人と、普通および無
回答者は��人中の��人（��.�％）であった。
　次に、このような方法への継続性について、「今
回のやり方を続けたいですか」に対しては、「１
はい、２いいえ」で回答してもらった結果、無回
答８人、「１はい」が�2人（��.�％）、「２いいえ」
が６人（７％）であった。��名中、「はい」と今
後の継続性を肯定する者が約��％だった。
　［試行直後の興味喚起と継続性への期待］以上
の結果から、今回の試みに対する直後の読書への
興味は約��％、今後の継続性への期待は約��％と、
共に８割を越えることから、今回の試みが強い興
味と、学びたいという意欲を高めたことが分かる。
   ただし、こうした傾向の背景には、学校が勉強
中心のために、読書時間を持てないということが
考えられる。そこで、同時に普段の読書について、
毎月何冊程度読んでいるかを調べた。その結果、
高校生��人のうち、最大数��冊（１人）～最小数
０冊（６人）の範囲において、度数の多少にそっ
て述べると、１冊（�0人）、無回答2�人、２冊（��
人）、３冊（７人）、５冊（２人）、�0冊・７冊・
４冊（各１人）、この他、反復して読むが１人で
あった。１冊程度の読者数�0人（��.9％）が最大
であった。
　ところで、無回答2�人が多かった理由は、５段
階の質問項目と読書冊数を問う調査用紙の記述箇
所が接近しており、冊数を記入する必要がないと
判断したためかもしれない。なお、添付する資料
３のアンケート用紙では、その点を改善してある。
　同じく「あなたは普段、読書をしますか」とい
う問いに対する５段階による回答では、度数の多
少の順では、「３普通」が2�人（�2.�％）、「２あ
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まり読まない×」が2�人（�0.2％）、「４やや読む○」
が��人（��.�％）、「１全然読まない××」が�0人
（��.�％）、「大変良く読む◎」が６人（７％）で
あった。無回答は３人（�.�％）であった。つまり、
読書好きな傾向にある者は、��人に対して�9人の
約22.�％であった。これに対して、読書をしない
者の割合は��人の約��.2％と、半数弱があまり読
書をしないことが分かる。

７�　本ａ（物語ａ）の疑問点・不思議点・矛盾点

の結果

　表１「高校２年生��人の抱いた疑問点・不思議
点・矛盾点の整理」は、高校２年生��人の本 a（物
語 a）を読んでの疑問点・不思議点・矛盾点の結
果を整理したものである。左端から、整理番号は、
本論の説明の都合上付した番号である。その右隣
の文章番号は、末尾に添付する資料１に示す通り、
文章一つ毎に付した番号である。その元となった
本 a をやはり末尾に添付してある。調査時にどの
ような資料を提示したかを示すためと、今後も同
じような調査を実施する場合に、つまり調査対象
を小学生や中学生に対しても実施する場合に、使
用可能な資料として掲載してある。
　表１は、��人の疑問点・不思議点・矛盾点が合
わせて度数として�0�個挙げられている。一人当
たり約５つ弱である。以下ではスペースの都合上、
全てコメントすることができないので、その一部
についてのみコメントする。

　整理番号４と５は、父親の死因や、いつ頃亡く
なったかという疑問である。一見、見過ごされる
かもしれないが、後に、大男の宝物の元の所有者
ともかかわり、本 b によれば、ジャックの生まれ
る前に、大男によって父親は殺され、ジャック
の父親の所有していた宝物が盗まれたことが分か
る。ジャックが大男の宝物を盗むと、道徳的に悪
いことを教えるということに対して、さまざまな
バージョンが考えられ、このような記述を採用し
たという説もあるのではないかと思われる。
　整理番号１の「昔とはいつ頃か？」という疑問

も、単なる疑問として片づけないで、この『ジャ
ックと豆の木』が創作された時代はいつ頃なのか、
という問題意識と関連付けることで、イギリスの
歴史やゲルマン民族の移動の歴史を考える上で、
有益ではないだろうか。
　整理番号６のジャックの年齢がいくつぐらいか
も、整理番号�9に示す通り、ジャックが働いてい
たということを知ると、当時は学校もなく、働く
ことが日常生活の中心に位置づいていたことが分
かる。
　整理番号９では、最初だけ漢字で「白乳号」と、
そのフリガナとして「ミルキーホワイト」と記述
されているが、それ以後に続く文章では、牛の名
前は、ミルキーホワイトで使用されている。牛の
名前のない物語もある。おそらく、家族の一員と
して牛を大切に飼っていたのなら、牛に名前も付
けていたであろうと思われる。物語の冒頭に、名
前のある牛を大切に育てる場面を説明する文章が
あると、この疑問点は解消されたかもしれない。
　整理番号�0は牛そのものについての疑問であ
る。結論から述べれば、雄牛も雌牛も両方とも角
がある。それでは、雄牛と雌牛はどのように見分
けるか。一番はっきりしているのは、大きな乳房
があるかどうかであろう。日本の昔話に出てくる
動物は、牛や馬が冒頭に出てくることは少なく、
西洋の場合には、牛や羊であることを考えると、
農業の在り方を知る上でも、牛の登場はその国の
農業の背景を知る上で一つの手がかりとなろう。
余談ではあるが、家畜である牛、豚、鶏の３つを
学習対象にすることは、食が家畜動物の命を取っ
て、人間が生きているということを考える上で、
大切な学習対象になるものと思われる。
　整理番号��は、度数が��と多く、「ミルキーホ
ワイトがミルクを突然出さなくなったのはどうし
てか」という疑問である。関連して、整理番号��
の「なぜ、雌牛は１頭だけ飼っていたのか」とい
う疑問は、牛１頭だけで、生活ができるのだろう
かということであろう。岩手県は牛の放牧の盛ん
な牧畜県であり、普通は数頭以上の牛を飼ってい
るのを、見てきたという地域性からの疑問かもし
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れない。次に、１頭だけでは生活ができるのだろ
うかというばかりではなく、乳は出にくいのでは
ないかという疑問も生ずるだろう。人間の母親が
乳を出すのは、赤ちゃんが生まれる場合であり、
牛も常に妊娠状態でないと、乳を出さないことを
考えると、牛１頭という疑問には、二つの解もあ
るだろう。
　さて、本筋に戻り、特徴ある疑問点・不思議点
を述べる。

　整理番号�0にみられる、そもそも子供一人に牛
を売りに市場に行かせるのが、当時は当たり前だ
ったということである。関連して、なぜ、母親自
身が売りに行かなかったのかというのが整理番号
29である。
　度数が��と最大なのが、整理番号��の「おじい
さんは、どうしてジャックの名前を知っているの
か」である。本 a 文中（p.�2）にも括弧付きで、
同じ表現がある。解消編の本 b では、おじいさん
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は魔法使いの指示で、ジャックの前に現れるよう
になっており、すべてがお見通しという立場が取
られている。
　ところで、整理番号��～��の老人がジャックに
投げかける問いの不可解さがある。別の本では、
「５つを隠すにはどのようにすればよいか」とい
う質問があるので、口にくわえたり、両手に隠す
ことが分かる。それでも、どのようにして隠すか
という質問は、どうして出されたかの疑問が残ろ
う。この問い対する答えは、今後の課題である。
  

８�　グループで出された疑問点・不思議点・矛盾

点

　ところで、度数は１と少ないが、整理番号��の
市場に出かけたジャックは、途中で老人に出会
い、不思議な豆を持って、家に引き返した場面か
らである。
　「家に帰り着いても、まだ日が高い。『おや、
もう帰ったのかい。ジャック』」と母親が声をか
ける。ところが、牛を売らずに、豆と交換してき
たことを知り、母親は豆を窓の外に放り出してし
まう。その場面で、「『えいっ ! ぐずぐずしていな
いで、とっとと寝ちまいな。今夜は、おまえに、
飲ますものも食わすものもありゃしないんだから
ね。』母さんはかんかんにおこって、どなりちら
した」とある。
　この箇所は読み方にもよろうが、時間経過が早
くなっていると捉えれば、昼間だったものが、す
でに、夜か夕方になっているという印象を与える
箇所である。なお、大学生の場合には、この箇所
についての指摘が多数あった。北欧における白夜
との関連を考える必要が出てくる箇所であろう。

９�　疑問点・不思議点・矛盾点の解消（本 b の読

後感想文の整理）

　本 a を読んで発見した疑問点・不思議点・矛盾
点は、本 b の読後にどの程度解消されたのか。
　表２「本 b（物語 b）の読後に、本 a（物語 a）
についての疑問点・不思議点・矛盾点は解消され
たか」はその集計結果である。頁順にいくつかの

箇所について述べよう。
　整理番号６の通り、母についての記述は度数が
６である。母親は一生懸命に働いていたことが分
かった。整理番号７の通り、「母は結婚しないのか」
という新たな疑問が１つ生じた。
　次に整理番号８の通り、極貧であったために、
「ミルクが出なくなったのではなく、牛を売るし
かなかった。」ことが分かった。これが度数７で
ある。
 牛についてはこの他、本 a では「ミルキーホワ
イト」だったが、本 b では名前がついていないこ
とが分かった。また「牛は売らずに飼って、乳製
品を売ればよいのではないか」や、末尾掲載資料
本 b の p.��の挿絵を見て「雌牛なのに角があるの
か」という疑問が新たに出てきた。雌牛も雄牛も
角があるにもかかわらず、こうした点についても、
新たな問いかけがなされると、十分な答えが 難
しいということが分かる。
　整理番号３の通り、ジャックが働かないわがま
まな遊び人だったことが分かったが、��個ある。
母親の甘やかしもあった。「ニートだった」や「母
親が優しい人と甘やかすとは関係ないのでは」と
いう意見もあった。
　整理番号９の通り、�0人と最も度数が高かった
のが、「老人は肉屋であった」である。
　整理番号�0は「豆は袋に入っていた」や「豆の
色がさまざまだった」が合わせて�0人、整理番号
��は「交換理由」が５人あった。子供らしい興味
が起こり、それを肉屋が利用している場面である。
整理番号�2や��は「豆の粒は�0粒だった」が３人、
それがはじけてどうして３粒しか生えなかったが
２人、整理番号��は「肉屋はその豆が天に届くの
を知らなかった」が一人であった。
　整理番号��は「母親の怒り」の理由が分かった
が３人。
　母親が豆を食べずに、外に投げた理由が分かっ
たという感想は一人であった。「火はないし、こ
なごなにする道具も無い」ためであった。
　整理番号��は「豆の木になったのは、３本がか
らまって梯子のようになったから」が９人であっ
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た。本 a の疑問と合わせると、母親が外に捨てた
だけでは、芽が生えないと思っている者や、豆の
蔓がお互いに絡み合うということを知らない者も
いるのではないかと思われる。
　整理番号�9や20は、登った理由として、てっぺ
んが見たかったからが４人、夢中になっていたた
めに空腹を忘れたが３人あった。

　解消されたことは、１）牛がミルクを出さなく
なったためではなく、貧しかったから、２）おじ
いさんが近所の肉屋さんだったこと、３）ジャッ
クは珍しい色の豆が袋の中にはいっており、肉屋
に取り替えるように仕向けられたこと、４）ジャ
ックが登ったのは天井を見たかったから、５）空
腹を忘れるほどの興味があったこと、６）豆の蔓
が絡みあって太い一本の木になったこと、 ７）母
が怒ったのは、ジャックがあまりにも家庭の経済
状況を理解していないためといえる。
　牛や豆についての理解はあやしい。衣服を着て
いなかった理由については、解消されなかった。
   ジャックが豆と交換した理由として、「天まで
のびる豆の木なら、どっさり豆がとれるにちがい
ないぞ」と明確に表現している読み物もある（ダ
ックスインターナショナル 童音社 �9��）。本 a と
本 b では ､ ジャックが牛と豆を取り替える理由は
明確ではない。子供らしい関心の対象があること
を見るべきだろうか。

10�　感想文の意見に見られる実践の結果（以下

は「/」で回答者を区別する）（なお感想文に

おいて、「物語 a」は「本 a」に、「物語 b」は「本

b」に表記を統一した）

10−1［提示順序］
　本の提示順序は、次の感想文にある通りである。
本を読む前に、つまり出前講義を実施する前に、
あらかじめ��分程度の DVD『ジャックと豆の木』
を視聴してもらった。
　「DVD, 本 a、本 b の３種類の『ジャックと豆
の木』を見て読んだが、３つとも話が微妙に違っ

ているので、読み比べることで、分からなかった
部分も分かるようになって、面白かった。疑問や
矛盾点を探し、考えながら読むことで、より一層
深くその文章について理解することが出来た。／
事前にＤＶＤで見た『ジャックと豆の木』と、今
回出前講義で読んだ二つの『ジャックと豆の木』
で、３つが３つとも違っていて、その点で面白か
った。最近は、近代文学のカバーやマンガ版がよ
く出版されているが、自分は読書が好きなので、
そういうたぐいも読んでみたいと思った。いくつ
かの不思議な点は、結局余り解消されなかったが、
いつもとは違う本の読み方をして、楽しいと感じ
た。『友達と一緒にできたことは、次に自分一人
でもできる』という考えが凄いなと思った」

10�−2［対話的構成主義の実践と学びの原則の提

示］

　上述の通り、出前講義では、友達同志で意見を
交換することを通して、友達の良さ、自分の考え
の提示など、対話による交互作用を奨励すること
で、いわゆる対話的構成主義を実践することを話
した。また、本の読み比べを進める中で、小グル
ープを構成して、友達同志で話し合う場合の心構
えとして、学びの原則の一つを提示した。それが
上記引用にある「今日、何人かでできたことは、
明日、一人でできる」という箇所である。学習は
競争ではなく、協力する中から成立するという立
場の強調である。
　さらに出前講義とは称してはいながらも、講師
がある項目について直接、講義をする形式ではな
く、むしろ高校生自身に十分に時間を与えて自由
に考えてもらう形式をとった。感想文は次の通り
であった。
　「意外だった。大学の紹介とか、教育のことに
ついて講義をすると思った。どうして『ジャック
と豆の木』だったのだろうかと思った。いろんな
意見が出て楽しめた。／自由な講義だったので、
退屈せずに楽しくできた。子供の時に読んだ本で
も、読み返してみれば、新しい発見があるという
ことに気がついた」
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10−3［読み比べの全般的感想］

　同じ書名の二つの本を読み比べる試みは、高校
生には、どのように思われたのであろうか。出前
講義を踏まえて、全般的な感想には次の通りであ
る。「一つの物語をいろいろな本で見ると、分か
らなかった事も見えてきて、いままでやった事が
なくて、新鮮な感じだった。とても楽しく話を聞
けた。／普段の授業では、話し合ってお互いに意
見を出し合う機会がなかなかないので、このよう
なやり方で、話し合うのもいいことだなぁと思い
ました。読み比べてみると、話が違ったりするこ
ともあって、面白いと思いました」

10−4［物語『ジャックと豆の木』］

　そこで、物語『ジャックと豆の木』については
どうだったか。「 はじめは、はっきり言って、『ジ
ャックと豆の木』とかなんだ、とか思っていたが、
講義はとても面白かった。これを期に、これから
はマンガだけでなく、いろんな本を読みたい。／
２種の『ジャックと豆の木』を読んで、とても面
白いと感じた。／『ジャックと豆の木』は、題名
は知っていたけど、こんなに詳しい話は知らなか
った。おととい見たアニメの『ジャックと豆の木』
と、１枚のプリントの話と、最後に渡された話は、
全部違っていたし、最後の話は他の２つと全然違
っていた。それがとても面白いと思った」

10−5［二つの本『ジャックと豆の木』］

　それでは、同じ書名でも内容の異なる二つの『ジ
ャックと豆の木』という本についてはどのような
感想だったか。「音楽は、同じ曲を違う演奏者の
ものとかを何種類もやることがあるが、本は初め
てだった。読み流してしまうようなことも、少し
考えれば、不思議なことがたくさんあって、楽し
かった。／同じ話でも、出てくる人は（性格が ;

引用者の補足）違ったりするんだと思いました。
書く人で色々違ってくるんだと思いました。／同
じ物語でも、書く人やその時代に合わせたりして、
内容が簡単になったりしているんだと思いまし
た。／同じ物語でも、古いものと新しいものでは、

こんなに物語が違うことに驚いた。／ほとんどの
ストーリーは同じなのに、大宮杉（文）のほうが、
読んでいて面白かった。書く人によって、物語が
かなり違ってくるということが分かった。自分で
も本を読むときに、違う著者のものも読んでみた
いと思った」

10−6［物語が童話である］

　「童話を改めて読んでみると、不思議な点がた
くさんあるかなあと思った。現実的に考えると、
スケールが大き過ぎて、現実味がない話なんだな
あと思えるのは、自分が大人になったからだなあ
と思った。／今まで童話を読むときは、細かいこ
とは気にしないで読んでいたが、そういう細かい
ところに、目を向けて読んでみると、不思議なと
ころや、矛盾点が結構あって、これから本を読む
ときは、そういうところにも目を向けて読んでみ
ようと思った。／今まで、『ジャックと豆の木』
を読んだ時に、疑問点や不思議な点を考えたこと
が無かったけれど、それを考えながら、読んでみ
ると、たくさん疑問点、不思議な点が出てきたの
で、楽しみながら、やることができました。／今
回、類似した『ジャックと豆の木』を読んでみま
したが、同じ話なのに、内容が全く違ったり、内
容を読んでから疑問点などを出してみると、結構、
奥が深いんだなあと思いました。今回読んだのは、
高校生ではまず読むことはないような本でしたけ
れど、自分は本を読むことがないので、本を久々
に読めて良かったです。今日のような類似した本
を読み比べるのは、読んでいるだけで読むスピー
ドも、理解力も上がると思うので、できることな
ら個人的に続けていきたい」

10�−7［問題点・不思議点・矛盾点を念頭にした

読書方法］

　［本 a と本 b の読み比べ（問題点・不思議点・
矛盾点を求めて）］
　「初めは疑問点なんて、そんなに思い浮かばな
いのではないかと思いましたが、じっくり物語と
向き合ってみると、不思議なことがいくつも出て

大河原　清・苅間澤　勇人



107

きました。他のチームの発表で、◎をもらってい
た疑問は、確かに言われてみると、凄く不思議に
思えるものだったし、深いなと思いました。楽し
かったです。／『ジャックと豆の木』が、こんな
にたくさん疑問があって、深い話だとは、思いま
せんでした。同じ題名でも内容が全く違っている
のも驚きました。少し注意を払って読むだけで、
物語の世界が広がるのは、とても新鮮で楽しかっ
たです。これからは、もっと注意を払って本を読
んでみたいと思いました。／『ジャックと豆の木』
の疑問点を出し合い、自分では気づかないところ
に、着眼点があって、聞いてて面白かった。本 a

は、バッサリ書いていて、よく分からないことが
あったが、本 b では、丁寧に書いてあるので、疑
問点が解決して楽しかった。／『ジャックと豆の
木』は、ただジャックが天まで届く豆の木に登っ
て、人食い鬼の宝を奪うというイメージだったが、
ミルキーホワイトという牛がいて、ジャックは２
回も豆の木を登って行ったことは事前に知って納
得していたのが、まさか、ジャックは怠け者で、
母さんは優しくて、老人が肉屋さんだったとは思
いもしませんでした。たかが、絵本だと思ってい
ましたが、読んでみると、意外と奥深く、矛盾と
疑問が湧き出てきました。自分たちで探して、見
つけて、疑問が解消されて、楽しかったです。／
『ジャックと豆の木』のお話を読んで、最初に渡
された本 a と、後に渡された本 b は、お母さんの
態度とか、男の子がわがままであるとか、どちら
も違うなあと思いました。／同じ物語でも、それ
ぞれ書き方の違う本を読むと、もっと違った視点
から考えさせられた。今日の、『ジャックと豆の木』
の場合では、最初の本 a では、牛がいくらで売れ
るのかも分からないうちに、唯一の収入源を売っ
てしまおうと言ったことを、疑問に感じたけれど、
次の本 b では、ジャックが怠け者で、お金を得る
ためには、最終的に牛を売ることしかなかったと
いうことが分かったし、豆と取り替えた老人も、
本 b では、少し悪い感じの人に思えて、物語はち
ゃんと読んでいくと、考えさせられたり、みんな
で話し合うと、思うところが多くて、深いなあ、

と思った。／今回、同じ題目の二つの物語を読ん
で、表現の違いや書き方に、凄い違いが見られて
楽しかった。本 a では、お母さんがあまり可哀相
ではなかったけれど、本 b だと、お母さんがとっ
ても可哀相で、どんどん物語にのめり込んでいっ
た。ただ、何となく本を読むだけではなくて、こ
うやって自分で疑問点を見つけて、解決すると、
なんかすっきりして楽しかった。昔話に疑問を持
つという考えが、なんか新しくて難しかったけれ
ど、この体験のように、伝えたいこととか、教え
たいこと、疑問に思うことは、人それぞれなのだ
と分かって、教育って・・・何かぼ～っと考えた
りした。／同じ内容の作品でも、本が違うことで
解釈が変わり、初めに読んだ方の補足がされてい
たり、全く違うことが書かれていて、面白かっ
た。普段、本を読んで疑問を持つことはあまりな
いので、疑問を持ち、深く読んで、解決して、よ
り深い理解をしていければ良いと思う。／同じ物
語でも、登場人物が違かったり、性格が違かった
り、展開が違かったりで、読んでいて楽しかった。
また、人によって観点が違かったので、色々な疑
問が出てきて驚いた。友達とグループになって意
見を出し合うことで、自分と違う意見があったの
で、勉強になる部分もあった。もっと本を読んで
心を豊かにしたいと思った。／とても楽しい講義
でした。同じ話なのに、本によって全く違った見
方ができるんだなと思い、面白かったです。／物
語に対して、様々な疑問を投げかけるやり方は、
『あっ、そうですか』と、ただ作品を受け取るだ
けよりも、数段頭を使って良いなと思った。子供
の頃、そんなふうに疑問を持って読んでいたなぁ、
と思い出した。もしも自分の子供に、『どうして？
どうして？』と聞かれ続けたら、読み聞かせどこ
ろじゃなくなるし、途中で嫌になって、放り出し
てしまう気がする。幼い時は、何にでも疑問を持
っていたのに、なんで今は、あぁならなかったん
だろう。そして、このディスカッションは、知ら
ない人と意見を交流できる良い方法だと思う（引
用者注 : 出前講義では別なクラスから集まってき
た生徒達が対象だったことによる）。思うけれど、
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最近そういう風なことをしていなかったので、死
ぬほど辛かった。本当、子供の頃に戻りたい。／
矛盾点などを見つけることは、とても面白かった
です。そこから、また話を広げると、新たな世界
が見えてくる感じがとても面白かったです。また
やってみたいと思いました。／今日やったような
読書の仕方は、今までにやったことがなかったの
で、凄く面白かった。また、疑問点を見つけるこ
とで、一つの本により深く入り込めた気がする。
『ジャックと豆の木』が、このような話だったな
んて驚いた。／本を読む時に、『どうしてだろう ?』
と思うことはあっても、それを解決しようという
目的で読み進めるわけではなかったので、今回の
ように、深く深く読み進めるのも楽しいなぁと思
った」

10−8［同じ書名の本の読み比べ法の長所と短所］

　それでは、このように２種類の本の読み比べを
することについて、課題として疑問点・不思議点・
矛盾点を探させてみる場合の長所と短所について
みてみよう。

10−8−1「長所」

　「物語を読んで、疑問点や不思議な点をあげる
ことは、初めてやったので、新しい感覚だった。
／同じ物語なのに、内容が違って、面白かった。
／同じ話なのに、内容が少し違うところがあって、
楽しかった。／同じ話でも設定が大きく違ったり
することが分かり、他の物語も読み比べをしてみ
たいと思った。／同じ話でも、表現の仕方で、全
く違う話になるのだなと思った。／同じ物語を２
つの違う本から読んでみて、こんなに差があるん
だと思った。とても興味を持つことができた。／
　２つの物語を読んで、違いに驚きました。主人
公やその母の性格、出てくる登場人物の設定も違
っていたので、同じ『ジャックと豆の木』でいい
のかと思いました。もっと他の作品でも、このよ
うな違いを見つけてみたいです。／本 a の方は、
疑問点が多く出てきて、周りの人の意見を聞いた
ら、さらに深く考えることができた。本 b を読ん

だら、より詳しい状況が出てきて、私は、こちら
の方が読んでいて話が分かるが、もし子供に読み
聞かせをするならば、本 b の方が、場面場面で構
成してあるので、良いのではないかと思った。／
同じ物語なのに、全然違う内容だった。目的は同
じだが、こういう違いを考えるのも面白そうだ。
想像力が豊かになる。自分の中で話を発展させる
のが、面白いと気づいた。友達と一緒に頑張るこ
とが大切ですね。／同じ物語でも、本によってち
ょっとずつ表現や内容が違っていたところが、面
白いなと感じました。こういうふうに、本を読ん
だことが無かったので、とても新鮮でした。自分
でも、違う本で読み比べをしてみたいと思いまし
た。／類似した物語を読むことで、分からなかっ
た点が分かる部分もあり、とても興味を持つこと
ができた。今日は『ジャックと豆の木』であった
が、今度は自分で類似した物語を読んでみたいと
思った。本を読んで行くなかで、疑問点や不思議
な点を挙げて読んでみると、面白いかなと思った。
／『ジャックと豆の木』について、ここまで深く
考えたことは、今まで、一度もありませんでした。
今回、この講義を受けて、いつも読んで終わりだ
った物語が、疑問点や不思議な点を考えることに
よって、さらに物語の内容を深めていけることが、
分かりました。／本の深さを知ることができた。
本を読む時に、色々な疑問を持って読みたい。／
本を読んだ時に、こんなに内容につっこんで読ん
でいなかったので、面白く読めた。同じ作品なの
に、違うようなことが書いていて、驚きでもあっ
た。友達とやることは良いことなので、読み続け
たい。／今日の講義では、普段何気なく読む小説
などを、真剣に考えれば、不思議な点はいっぱい
あると思った。／一つの物語をいろいろな本で見
ると、分からなかった事も見えてきて、いままで
やった事が無くて、新鮮な感じだった。とても楽
しく話を聞けた。／とても楽しく興味をもってや
ることができた。本を読むことはとても大切なこ
となのだということが分かった。／本を読む楽し
さを教えてもらいました。これからもたくさん本
を読んでいこうと思います。コミュニケーション
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をとるのに、とても重要なことだと思いました。
とてもためになりました。／ちゃんとした方を読
んだら、疑問が解決した。／凄く楽しかった。同
じ話でも、書き方が違って、いろんな場合があっ
て面白かった。細かく読むと、奥が深いと思った。
／常に本を読みながら、疑問点や不思議な点を探
しながら読むということは、とてもいいなと思い
ました。これからも本を沢山読んでいきたいと思
うような講義でした。／次への活動に繋がる活動
であった」

10−8−1−2［疑問点・不思議点の書き出し］

　「本を読んで思ったことを書き出してみるのは
面白いと思った」

10−8−2「短所」

　「一つの物語を違う見解を持った作者の話を読
み比べると、楽しさが少し分かった。しかし、こ
のやり方を続けたくないと思ったのは、一番最初
に読んで感じた良い感想が崩れてしまう可能性が
あるから。／本を読む事は楽しくて好きだけれど
も、類似した作品を読む事で何が正しいのか、何
を伝えたいのか、何だか分からなくなる事に気づ
いた」

10−9［小グループ活動］

　普段高校の授業では実施していないことからく
る斬新さから引用する。
　「普段の授業では、話し合ってお互いに意見を
出し合う機会がなかなかないので、このようなや
り方で、話し合うのもいいことだなぁと思いまし
た。読み比べてみると、話が違ったりすることも
あって、面白いと思いました。／自分で疑問点を
見つけたり、それをグループやみんなの前で、発
表したりして、普段は余りできないようなことが
できたので、良い経験になったし、とても楽しく
講義を受けることができました。／グループでの
話し合いなど、普段しないことをすることができ
ました。／グループでの話し合いで、自分が考え
ないことなどを、みんなが考えていることが分か

りました。／グループ内のディスカッションも普
段あまりやらないことでしたし、いろんな意見が
出て、自分も勉強になったし、グループ活動の楽
しさも同様に知ることができました。自分以外の
人の意見を聞くのは、とても面白かったです。／
今回の講義で、グループワークをすることで、自
分とはまた違った視点の考えがたくさん出たので
楽しかったです。／グループを組んで、友達で意
見を言い合って、まとめるのが面白かった。／自
分の中だけでは、疑問にならなかったことが、話
し合うことで、新しく見えてきて、面白かったで
す。／様々な人と意見を交換すると、もっと面白
いと感じた。／グループで話し合いながらのもの
だったため、楽しみながら受けることができた。
／友達と疑問点について話し合うことで、自分で
は気づかなかったことにも気づけて、面白かった
です。／友達と意見を交換することで、全く気に
も止めていなかったことが、実は重要だったこと
に気がついたり、自分の疑問点がより深まった。
そうした上で、類似した物語を読むと、最初に読
んだ話が、更に面白いと感じることができた。／
この話の疑問点について、みんなで話し合ってみ
て、自分が気づかない疑問点にも、いっぱい気づ
くことができたし、沢山考えることができて、楽
しかったです。／一つの作品でも、本によっては
話の内容が少し違ってくるのが不思議に思った。
複数の人たちと作業をすると、一人では見つから
なかった考えがあった。／グループ活動によって、
自分が気づかないことを新たに発見することがで
きて、これがこれからの受験や試験にも繋がるの
だと聞いて、なるほどなと思いました。／グルー
プで話し合うと、友達の意見も聞けて、様々な考
えがあるんだと思えた。／自分と同じ意見が出て、
納得したり、またそれに対して、全く思いつかな
かった意見が出て、『なるほど !』と思ったり、考
えが広がっていくことに面白さがあると思った。
／グループ内のディスカッションも普段余りやら
ないことでしたし、いろんな意見が出て、自分も
勉強になったし、グループ活動の楽しさも同様に
知ることができました。自分以外の人の意見を聞
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くのは、とても面白かったです」

10−10［グループ間活動］

　黒板にグループ意見を掲示して、講師の判断で
得点を付けた。
　「チームやグループで意見を発表し合うこと
で、自分一人では考えつかないことも、一緒に考
えることができて、面白かった。／グループで考
えを出すと、自分にない考えが出てくるので、新
しい世界が広がった。／グループで一緒にやるこ
とは良いことだと知ったので、これからいろいろ
今回の取り組みを生かしていきたい。／自分では
気づかなかったことも、グループで話し合ったり、
他のグループの話を聞くと、新しい意見があって
面白かった。／友達同士で発表をすると、自分と
同じことを考えている人もいれば、自分が思いも
つかないようなことを考えている人もいて、勉強
になりました。／今回の出前講義では、疑問点、
不思議な点を自分で思っていることを発表でき、
また、不思議な点も解消することができたので、
良かったと思いました。それと、みんなで意見を
出し合うことで、より問題に対して頭を働かせる
ことができたので、良かったと思います。／グル
ープごとに発表すると、自分では気づかなかった
ようなことも分かるので、楽しかった。また内容
の違う一つの物語を読んでみたいと思った」

11　考察（今後の研究課題）

11−1　検討課題１ ［原文の取込み］

　今回使用した訳本に関連して、大学生から原文
を取り上げる必要性について指摘があった。二つ
の本の読み比べばかりでなく、原文にまで読みを
広げることで、より興味のもてる読み比べが可能
になるのではないかというのである。
　大宮訳『ジャックと豆の木』の粗筋は、福原麟
太郎訳（�9��）と同じなので、福原か、あるいは
福原が解説欄で示すハートランド編『イングラン
ドの童話民話集』に依拠したものではないかと思
われる（注）。原文についての検討は今後の課題で
ある。なお、参考文献で列挙したものは、市販さ

れた児童向けの読み物が中心であることをお断り
しておきたい。
 

11−2　検討課題２［段階別調査の試行］

　今回の調査は、本 a を読んだ直後と、その後の
グループ活動と続く本 b を読んだ直後との２回で
実施した。今後は、各段階ごとに調べることの方
が、研究上は、よりよく細かいデータが得られる
のではないかと思われる。つまり、（�）DVD 視
聴後、（2）本 a を読んだ直後、（�）問題点・不思
議点を個人で書き記した直後、（�）グループに分
かれてメンバーと意見交換をした直後、（�）グル
ープとして疑問点・不思議点をまとめた直後、（�）
グループ対抗でそれらを黒板に掲示してクラス全
体で論じた直後、そして最後に（�）本 b を読ん
だ直後、などである。あまり細かい段階での調査
が無理な場合には、３段階程度に絞ることも必要
かもしれない。

11�−3　検討課題３［北欧神話における巨人の意

味］

　物語の創作された文化的・歴史的背景を、神話
や昔話という視点ばかりでなく、実際の民族移動
といった視点から知る必要があるだろう。たとえ
ば、大男である人食い鬼やそのおかみさんの存在、
なぜに大男と見なされるのか。誰にとっての大男
なのか、どの人種にとっての大男なのか。在外生
活後、成田に降りた時に感ずる、日本人の身長の
低さから感ずる、西洋人の大きな体躯。民族移動
により、制服する民族と制服される民族の視点か
らの課題である。
　他方、民話・神話における象徴としての巨人。
神と対峙する巨人なのか、あるいは「巨人は荒々
しい北方の自然をあらわしているのでしょうか」
（谷口幸男  �99�  p.���）。

引用・参考文献・補足・注

ダックスインターナョナル  �9��  ジャックと豆の
木 / まんが世界昔ばなし第��巻・テレビカラー
えほん第��巻  童音社（本文は全部で��頁，解
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説大石真，「ある日とつぜんに、め牛のおちち
がでなくなりました」（p.�））

DVD ワールド・ピクチャーズ  白土武作画・監督 

フランダースの犬・ジャックと豆の木2�分
DVD 大創産業 ジャックと豆の木（最初に発売さ

れたこの２か国語のものを本研究では使用し
た）

DVD 大創産業 ジャックと豆の木 / 語学を学ぶ世
界童話シリーズ４, アニメ DVD ＋おはなし CD  

キープ株式会社　200�  ジャックとまめの木
/ はじめてのえいご・めいさくどうわ③（日本
語アニメ訳�0分、英語アニメ約�0分）（日本語
朗読約��分、英語朗読約��分）

DVD ビーンストーク / ジャックと豆の木  ブライ
アン・ヘイソン監督  200�年 / アメリカ  日活株
式会社（発売元・販売元）  ��9分

福原麟太郎訳  �9��  ジャックと豆の木　創元社　
Pp.��–��「おまえが働きもしないで、むだづか
いばかりするから、こんなに貧乏になってしま
ったのだよ」（p.��）（pp.��9–�9�解説 / 福原麟
太郎「イングランドの話は、ハートランドの編
集した、『イングランドの童話民話集』を主とし」
（p.��9））

早野美智代  �992  ジャックとまめのき / 名作えほ
んライブラリー フレーベル館（本文は全部で
2�頁）「ジャックの　いえは　びんぼうで　あ
るひ　とうとう　たべるものさえ　なくなって
しまいました。　そこで、かあさんと　そうだ
んして　めうしを　うることに　きめました」
（p.2）

平田昭吾  �9��，�99�  ジャックと豆の木 / 名作ア
ニメ絵本シリーズ（�0）  永岡書店（本文は全部
で��頁）「ある日、うしが ちちを ださなくなり
ました」（p.�）

平田昭吾  �9�9, �992  ジャックとまめの木 / よい
子とママのアニメ絵本 通巻 No.�9号せかいめい
さくシリーズ  ブティック社（本文は全部で��
頁）「だいじな うしが 年を とり ミルクが でな
く なってしまい」（p.�）

本城和子訳・再話 / ジェイコブズ  �9�9  ジャック

とまめの木 / イギリスのどうわ（偕成社 世界の
どうわ��）  偕成社 , Pp.�–��「ある朝、このシ
ロが ちっとも ミルクを ださなくなったので」
（p.�）

岩崎京子  �99�  ジャックとまめのき  村山貞雄責
任編集・岩崎京子編  イギリスみんわ / ママ、
よんでⅧ　株式会社サンマーク Pp.2–��「ある 

あさ、うしの おちちが ぱったり とまり、でな
く なりました」（p.2）

こだまともこ訳・ジョゼフ＝ジェイコブズ著　
�9�0  ジャックとまめの木 / 世界のメルヘン４
イギリス童話（�）  講談社  Pp.�–2�, 解説 神宮
輝夫 Pp.���–���,「ある朝、ミルキー＝ホワイ
トは、ひとしずくもちちをださなくなってしま
いました」（p.�）

三宅忠明  �9��  ジャックと豆の木ほか / 世界の民
話＜２＞イギリス編  家の光協会  Pp.�0–��, 解
説 pp.�9�–20�「ある朝、ミルキーホワイトがば
ったりミルクを出さなくなった」（p.�0）

西本鶏介  �9��, �99�  ジャックと豆のつる / こど
も世界名作童話29  ポプラ社  Pp.�–��「ある朝、”
まっしろ”のミルクがでなくなりました」（p.�）

大宮杉　�9��  ジャックとまめの木 / 学年別（一・
二年）児童名作文庫（2��頁）  日本書房「だい
じに していた、め牛を うらなければ、パンを 

かう お金も なくなって しまいました」（p.��）
小沢正  �9��, �99�  ジャックとまめのき / チャイ

ルド絵本館 / 世界の昔話2  チャイルド本社（本
文は全部で��頁）「ジャックの  いえは  びんぼ
うで、のこっている ものと いったら、めうし
が たったの いっとうだけ」（p.�）

塩谷太郎訳  �9�� ジャックとまめの木  中野好夫
訳者代表  少年少女世界文学全集４イギリス編
第１巻 講談社 Pp.�0�–���, 解説 pp.�00–�0�.「あ
る朝、白はさっぱりうしの乳をださなくなって
しまいました」（p.�0�））

谷口幸男  �9��  解説  P. コラム作・尾崎義訳  200�
（新版）（�9��初版）  北欧神話  岩波書店 Pp.�09
–���

VHS 劇団飛行船  �990  ぬいぐるみ人形劇『ジャ
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ックと豆の木』日本ビクター��分
VHS 株式会社コアラブックス　ジャックとまめ

の木／世界の童話あいうえおアニメ
Woolfolk, A.E., P.H.Winne & N.E.Perry  �99�  

Educational Psychology, Canadian Edition, Allyn & 

Bacon Canada, Scarborough, Ontario．
八木田宜子訳  �9�9  ジャックとまめのつる / こど

ものための世界名作童話８  集英社  Pp.2�–��, 

「ある あさ、“ミルクいろ”は  ミルクを だし
ませんでした」（p.�0）（同著者 解説 pp.��–��）（ジ
ェイコブズ（����～�9��） オーストラリシのシ
ドニー生まれ、ユダヤ人）

柳川茂・ジェイコブズ作  200�  ジャックとまめの
木 / 世界名作アニメ絵本⑱  永岡書店（本文は
全部で��頁）「うる ものも なくなって、のこっ
ているのは 一とうの めうし だけに なってしま
いました」（p.�）

吉田新一郎訳・ジェニ・ウィルソン & レスリー・
ウィング・ジャン  200�  「考える力」はこうし
てつける  新評論  p.2�

注）英文の『ジャックと豆の木』は、20��年３月
現在、Hartland（��90）のものは WEB 上の

　http://www.sacred-texts.com/neu/eng/efft/efft0�.

htm で、　English Fairy and Other Folk Tales の中
にあるJack and the Bean-stalkに掲載されている。
As she was not wealthy, and he would not work, she 

was obliged to support herself and him by selling 

everything she had. At last nothing remained only 

a cow.

　　他方、Jacobs（��90）のものも WEB 上の
　http://www.sacred-texts.com/neu/eng/eft/eft��.htm

で、  English Fairy Tales の中にある Jack and the 

Beanstalk に掲載されている。THERE was once 

upon a time a poor widow who had an only son 

named Jack, and a cow named Milky-white. And all 

they had to live on was the milk the cow gave every 

morning, which they carried to the market and sold. 

But one morning Milky-white gave no milk, and 

they didn't know what to do.
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